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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　頭部と、前記頭部から延出した軸部と、を含むボルトであって、
　前記軸部は、
　軸方向に沿って一定の第１の径を有しかつ側面に所定のピッチのねじ山が形成された第
１の定径円柱状部と、
　軸方向に沿って前記頭部から離れるに従って径が次第に小さくなるテーパ状でかつ前記
第１の定径円柱状部の先端から同心に延出する、側面に所定のピッチのねじ山が形成され
た遷移部と、
　軸方向に沿って前記第１の径よりも小さい径を有しかつ前記遷移部の先端から同心に延
出しかつ側面にねじ山が形成されていない円柱状接続部と、
　軸方向に沿って前記第１の径よりも小さい一定の第２の径を有しかつ前記円柱状接続部
の先端から同心に延出する、側面に所定のピッチのねじ山が形成された第２の定径円柱状
部と、を含み、かつ、
　前記遷移部の側面に形成されたねじ山は、頂部が切り取られ、かつ、
　予め雌ねじが形成されている雌ねじ形成部材に螺合されるときに、前記遷移部の側面に
形成されたねじ山と又は前記第２の定径円柱状部の側面と、前記雌ねじとの接触によって
、前記軸部の進行方向を変更できることを特徴とするボルト。
【請求項２】
　頭部と、前記頭部から延出した軸部と、を含むボルトであって、
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　前記軸部は、
　軸方向に沿って一定の第１の径を有しかつ側面に所定のピッチのねじ山が形成された第
１の定径円柱状部と、
　軸方向に沿って前記頭部から離れるに従って径が次第に小さくなるテーパ状でかつ前記
第１の定径円柱状部の先端から同心に延出する、側面に所定のピッチのねじ山が形成され
た遷移部と、
　軸方向に沿って前記第１の径よりも小さい径を有しかつ前記遷移部の先端から同心に延
出しかつ側面にねじ山が形成されていない円柱状接続部と、
　軸方向に沿って前記第１の径よりも小さい一定の第２の径を有しかつ前記円柱状接続部
の先端から同心に延出する、側面に所定のピッチのねじ山が形成された第２の定径円柱状
部と、を含み、かつ、
　軸線を含む断面において、前記遷移部の側面に形成されたねじ山の頂の長さは、前記第
１の定径円柱状部の側面に形成されたねじ山の頂の長さよりも長く、かつ、
　予め雌ねじが形成されている雌ねじ形成部材に螺合されるときに、前記遷移部の側面に
形成されたねじ山と又は前記第２の定径円柱状部の側面と、前記雌ねじとの接触によって
、前記軸部の進行方向を変更できることを特徴とするボルト。
【請求項３】
　前記第２の定径円柱状部に形成されたねじ山の外径は、前記雌ねじ形成部材に形成され
た雌ねじの内径よりも小さい請求項１又は２に記載のボルト。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ボルトをナットに螺合する際における焼き付きや噛み込みを防止することがで
きるボルト及びナットに関する。
【０００２】
【従来の技術】
ボルトの軸芯と相手方のナットの軸芯とが一致しない状態でボルトがナットに螺入された
場合において、ナットに対するボルトの姿勢を適切にして螺合できるようにするために、
ボルトの軸部の先端にガイド部を設けたボルトは従来から知られている。
【０００３】
このようなボルトとして、特開２０００－１８２２６号公報に開示されている形状のボル
トが知られている。図９は、そのボルトを示す図である。この従来のボルトは、ねじ山１
が形成されたボルト軸部２の先端に、短いテーパ状の傾斜部３を介してボルト軸部２より
細径の定径柱状部４が設けられている。この定径柱状部４には完全ねじ山５が形成されて
いる。なお、図９に示した例においては、定径柱状部４の先にさらに先端テーパ部６が設
けられている。
【０００４】
一般的に、ボルト軸部２と定径柱状部４との間のテーパ状の傾斜部３においては、完全ね
じ山を形成することが困難である。このため、この部分のねじ山は、ねじ山の高さが完全
ねじ山よりも低い不完全ねじ山９となり易い。
【０００５】
また、ナットの雌ねじ７の開口部にも、図示したように不完全ねじ山１０が形成されてい
る。この不完全ねじ山１０も、雌ねじ７のねじ山８と比較して高さが低く、鋭い山頂部を
持っている。
【０００６】
このため、ボルトの軸芯とナットの軸芯とが一致しない状態で、ボルトがナットに挿入さ
れたときには、図１０に示すように、ボルトの不完全ねじ山９とナットの不完全ねじ山１
０とが容易に噛み込んで焼付きが発生する（例えば、特許文献１参照）。
【０００７】
【特許文献１】
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特開２０００－１８２２６号公報
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、上記した従来の問題点を解決し、ボルトがナットに対して斜めに挿入されたと
きにも、ボルトの姿勢を適切にして、空転や焼付き等の締付けの不良を生じさせることな
く、締付けを行うことのできるボルト及びナットを提供するためになされたものである。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
上記の課題を解決するためになされた本発明のボルトは、頭部と、前記頭部から延出した
軸部と、を含むボルトであって、前記軸部は、軸方向に沿って一定の第１の径を有しかつ
側面に所定のピッチのねじ山が形成された第１の定径円柱状部と、軸方向に沿って前記頭
部から離れるに従って径が次第に小さくなるテーパ状でかつ前記第１の定径円柱状部の先
端から同心に延出する、側面に所定のピッチのねじ山が形成された遷移部と、軸方向に沿
って前記第１の径よりも小さい径を有しかつ前記遷移部の先端から同心に延出する円柱状
接続部と、軸方向に沿って前記第１の径よりも小さい一定の第２の径を有しかつ前記円柱
状接続部の先端から同心に延出する、側面に所定のピッチのねじ山が形成された第２の定
径円柱状部と、を含み、かつ、前記遷移部の側面に形成されたねじ山は、頂部が切り取ら
れていることを特徴とする。
【００１０】
遷移部の側面に形成されたねじ山は、頂部が切り取られているので、ボルトの軸線とナッ
トの軸線とが一致しない状態で、ボルトをナットに螺入する際においても、遷移部に形成
されたねじ山とナットのねじ山との噛み込みを防止することができ、ナットに対してボル
トの姿勢を適切にすることができる。また、ボルトの姿勢が適切になるので、ボルトの螺
合作業を容易にすることができる。
【００１１】
【発明の実施の形態】
以下に図面を参照しつつ本発明の好ましい実施形態を示す。
図１及び２は、本発明のボルトの第１の実施形態を示す。このボルトは、ボルト軸部２と
、傾斜部１１と、定径柱状部１２と、を含む。ボルト軸部２には、所定のピッチの通常ね
じ山１が形成されている。ボルト軸部２の先端には、テーパ状の傾斜部１１を介して、ボ
ルト軸部２より細径の定径柱状部１２が設けられている。傾斜部１１は、ボルトの軸方向
に所定の長さ、例えば通常ねじ山１のピッチの１～１．５倍分の長さを有する。テーパ状
の傾斜部１１には、通常ねじ山１と同一のピッチで頂部が切り取られたような形状の変形
ねじ山１３が形成されている。変形ねじ山１３の形状は、軸線を含む断面において略台形
である。
【００１２】
この実施形態においては、変形ねじ山１３は、先端の定径柱状部１２に形成されたねじ山
に連続するように形成されている。また、定径柱状部１２に形成された変形ねじ山１３の
外径を、ナット（図６参照）に形成された雌ねじ７の内径より若干小さく形成し、谷径を
ねじ山１のものと略等しくなるように形成しているので、定径柱状部１２には深さの浅い
ねじ溝１５が形成される。
【００１３】
図３及び４は、本発明のボルトの第２の実施形態を示す図である。この第２の実施形態に
おけるボルトには、テーパ状の傾斜部１１に替えて、ボルトの外側に向かって凸状に若干
膨らませた円弧状の傾斜部１４が形成されている。この円弧状の傾斜部１４と定径柱状部
１２とには、変形ねじ山１８が形成されている。なお、円弧状の傾斜部１４を、ボルトの
内側に若干凹ませた円弧状のものとしてもよい。
【００１４】
以上のような形状のボルトとすることにより、テーパ状の傾斜部１１又は円弧状の傾斜部
１４に形成したねじ山の頂においては、略平坦な部分が通常ねじ山１のものよりも増える
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がため、ボルトがナットに斜めに螺入されたときには、図５に示すように、変形ねじ山１
３又は１８がナットのねじ山１０に噛み込むことを防止することができる。また、定径柱
状部１２に形成された変形ねじ山１３又は１８の外径は、ナットの雌ねじ７の内径より僅
かに細径にしてあるので、図６に示すようにボルトをナットに挿入したときには、ボルト
がナットに対して大きく傾くことも防止することができる。また、定径柱状部１２に設け
られたねじ溝１５の深さは浅いので、雌ねじ７のねじ山８がねじ溝１５に螺合したときに
も、ボルトは大きく傾くことがない。
【００１５】
このようにしたことにより、図６に示した状態からボルトを回転させたときにも、定径柱
状部１２のねじ溝１５はナットの雌ねじ７に沿って移動し、ボルトの姿勢を適切にするこ
とができる。ボルトの姿勢を適切にすることによって、さらにボルトを回転させた際にボ
ルト軸部２の通常ねじ山１とナットの雌ねじ７とを正しく螺合させることができる。
【００１６】
本発明のボルトの第３の実施形態を図７に示す。
この第３の実施形態においては、円弧状の傾斜部１４の先端に形成された定径柱状部１２
には、ねじ山も谷も形成されていない。この定径柱状部１２は、雌ねじ７の内径より僅か
に細径に形成されているので、ボルト先端をナットに挿入したときに殆ど傾くことがない
。
【００１７】
本発明によるボルトの第４の実施形態を図８に示す。
この第４の実施形態においては、円弧状の傾斜部１４の先端には、定径柱状部１９が設け
られており、この定径柱状部１９には、外径が雌ねじ７の内径よりも若干細く通常ねじ山
１とピッチを同じくする完全ねじ山１６が形成されている。円弧状の傾斜部１４には、変
形ねじ山３０が形成されている。従って、ナットに対してボルトが斜めに挿入されたとき
には、変形ねじ山３０と雌ねじ７の不完全ねじ部１０との噛み込みを防止して、ナットに
対してボルトが斜めに挿入された状態でボルトの締め付けを行っても、完全ねじ山１６の
間のねじ溝２７は雌ねじ７をボルト軸部２の通常ねじ山１にまで案内するので、ボルトの
姿勢を適切な姿勢にすることによって、ボルトをナットを的確に螺合させることができる
。なお、以上に示した円弧状の傾斜部１４の形状をテーパ状の傾斜部１１と同様の形状と
してもよい。
【００１８】
また、本発明によるボルトの第５の実施形態を図１１に示す。
この第５の実施形態においては、テーパ状の傾斜部１１の先端の定径柱状部２８には、螺
旋状の凸条部１７が形成されており、図６と同様にナットに対するボルトの姿勢を適切に
することができる。ここで、螺旋状の凸条部１７の断面の形状は三角形の山形の他、四角
形や半円形など適宜の形状のものとしてよい。更に、テーパ状の傾斜部１１を円弧状の傾
斜部１４としてもよい。
【００１９】
上述した第１の実施形態～第５の実施形態においては、テーパ状とは直線状の意味を表す
。
【００２０】
本発明の第６の実施形態のボルトを図１２及び図１３に示す。尚、図１２は、ボルト１０
０の全体の概略を示す正面図であり、図１３は、軸部に形成されたねじ山の様子を示す部
分拡大図である。
【００２１】
図１２に示すようにボルト１００は、頭部１０２と軸部１０４とからなる。
軸部１０４は、第１の定径円柱状部１２０と、遷移部１４０と、円柱状接続部１６０と、
第２の定径円柱状部１８０と、を含む。
第１の定径円柱状部１２０は、頭部１０２から延出している。この第１の定径円柱状部１
２０の形状は、図１２及び図１３の矢印によって示される軸方向Ａに沿って所定の第１の



(5) JP 4171631 B2 2008.10.22

10

20

30

40

50

径を有する略円柱形状である。第１の定径円柱状部１２０の側面には、図１３に示す所定
のピッチのねじ山１２２が形成されている。
【００２２】
また、第１の定径円柱状部１２０の先端１２４からは、遷移部１４０が、第１の定径円柱
状部１２０と同心に延出している。この遷移部１４０の形状は、軸方向Ａに沿って頭部１
０２から離れるに従って径が次第に小さくなるテーパ状である。遷移部１４０の側面には
、所定のピッチのねじ山１４２が形成されている。尚、図１３に示すように、この第６の
実施形態においては、遷移部１４０の側面の全てにわたってねじ山１４２が形成されてい
るが、遷移部１４０の側面の一部、例えば第１の定径円柱状部１２０の隣接する領域にの
みにねじ山１４２を形成してもよい。
【００２３】
上述した遷移部１４０の先端１４４からは、円柱状接続部１６０が、遷移部１４０と同心
に延出している。この円柱状接続部１６０の形状は、軸方向に沿って所定の一定の第１の
径を有する略円柱状形状である。尚、図１３に示した例においては、円柱状接続部１６０
の側面にねじ山が形成されていない形状となっているが、円柱状接続部１６０の側面に所
定のピッチのねじ山を形成してもよい。
円柱状接続部１６０の先端１６２からは、第２の定径円柱状部１８０が、円柱状接続部１
６０と同心に延出している。この第２の定径円柱状部１８０の側面には、図１３に示すよ
うな所定のピッチのねじ山１８２が形成されている。
【００２４】
尚、第６の実施形態では、第１の定径円柱状部１２０のねじ山１２２のピッチと、第２の
定径円柱状部１８０のねじ山１８２のピッチとが同じであるが、これらが異なっていても
よい。
【００２５】
上述した第１の定径円柱状部１２０と、遷移部１４０と、円柱状接続部１６０と、につい
ての部分拡大断面図を図１４及び図１５に示す。尚、この図１４及び図１５は、軸線Ｚを
含む平面における断面である。
【００２６】
第１の定径円柱状部１２０には、ピッチＰ１でねじ山の高さａのねじ山１２２が形成され
ている。一方、第１の定径円柱状部１２０の先端１２４から延出する遷移部１４０には、
ピッチＰ２でねじ山の高さｂ１，ｂ２，ｂ３及びｂ４、又はｂ１′，ｂ２′，ｂ３′及び
ｂ４′のねじ山１４２が形成されている。
【００２７】
この図１４又は図１５に示す例において、ピッチとは、互いに隣り合うねじ山の相対応す
る２点を、軸線Ｚに平行に測った距離である。これにより、遷移部１４０のピッチは、図
１４又は図１５に示すようにＰ２となる。
【００２８】
また、ねじ山の高さは、山の頂を連ねる線と谷底を連ねる直線との間を、谷底を連ねる直
線に直角に測った距離をねじ山の高さである。これにより、遷移部１４０のねじ山の高さ
は、図１４に示すｂ１，ｂ２，ｂ３及びｂ４、又は図１５に示すｂ１′，ｂ２′，ｂ３′
及びｂ４′となる。
【００２９】
更に、遷移部１４０のねじ山１４２の軸線Ｚを含む断面における山の頂の長さは、図１４
に示すｎ１，ｎ２，ｎ３及びｎ４、又は図１５に示すｎ１′，ｎ２′，ｎ３′及びｎ４′
である。これらの山の頂の長さは、第１の定径円柱状部１２０のねじ山１２２の軸線Ｚを
含む断面における山の頂の長さｍよりも長くなるように、遷移部１４０にはねじ山１４２
が形成されている。ここで、山の頂とは、ねじ山の両側のフランクを連絡する面であり、
フランクとは、山の頂と谷底とを連絡する面である。
【００３０】
尚、図１４又は図１５に示した例においては、遷移部１４０に形成されたねじ山１４２は
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、頭部１０２（図１２参照）から離れるに従って、即ち、図面の右方向に向かってねじ山
の高さｂ１，ｂ２，ｂ３及びｂ４、又はｂ１′，ｂ２′，ｂ３′及びｂ４′が次第に低く
なるように形成されている。
【００３１】
また、図１４に示した例においては、遷移部１４０の側面に形成されたねじ山１４２の頂
を連ねて得られる線Ｌ１が曲線となるようにしたものであり、図１５に示した例において
は、遷移部１４０の側面に形成されたねじ山１４２の頂を連ねて得られる線Ｌ２が直線と
なるようにした。
【００３２】
更に、図１４や図１５に示した例においては、遷移部１４０に形成されたねじ山１４２の
高さｂ１，ｂ２，ｂ３及びｂ４又はｂ１′，ｂ２′，ｂ３′及びｂ４′が、頭部１０２（
図１２参照）から離れるに従って単調に減少する場合を示したが、ねじ山の高さが単調に
増加するようにねじ山を形成することとしてもよい。また、遷移部１４０のねじ山の高さ
が単調に変化する場合のみならず、減少と増加とを組み合わせて変化するようにねじ山を
形成しても、ねじ山の高さがランダムに変化するように形成してもよい。
【００３３】
また、上述した第１の定径円柱状部１２０と、遷移部１４０と、円柱状接続部１６０と、
の他の態様の部分拡大断面図を図１６に示す。尚、この図１６は、図１４及び図１５と同
様に、軸線Ｚを含む平面における断面である。
【００３４】
この図１６に示した例においては、遷移部１４０のねじ山１４２の谷の径Ｒ２は、第１の
定径柱状部１２０のねじ山１２２の谷の径Ｒ１と同一である。ここで、谷の径とは、雄ね
じの谷底に接する仮想的な円筒の直径であり、図１６においては、ねじ山１２２の谷の半
径としてＲ１／２と示し、ねじ山１４２の谷の半径としてＲ２／２と示した。
【００３５】
第１の定径円柱状部１２０には、ピッチＰ１でねじ山の高さａのねじ山１２２が形成され
ている。一方、第１の定径円柱状部１２０の先端１２４から延出する遷移部１４０には、
ピッチＰ３でねじ山の高さｂ１″，ｂ２″及びｂ３″のねじ山１４２が形成されている。
【００３６】
ここで、ピッチとは、ねじの軸線Ｚを含む断面において、互いに隣り合うねじ山の相対応
する２点を軸線Ｚに平行に測った距離である。また、ねじ山の高さは、ねじの軸線Ｚを含
んだ断面において、山の頂を連ねる線と谷底を連ねる直線との間を軸線Ｚに直角に測った
距離である。
【００３７】
更に、図１６に示した例も図１４及び図１５に示した例と同様に、遷移部１４０のねじ山
１４２の軸線Ｚを含む断面における山の頂の長さｎ１″，ｎ２″及びｎ３″は、第１の定
径円柱状部１２０のねじ山１２２の軸線Ｚを含む断面における山の頂の長さｍよりも長く
なるように、遷移部１４０にはねじ山１４２が形成されている。この図１６に示した例に
おいても、山の頂とは、ねじ山の両側のフランクを連絡する面であり、フランクとは、山
の頂と谷底とを連絡する面である。
【００３８】
また、図１４又は図１５に示した例と同様に、遷移部１４０に形成されたねじ山１４２は
、頭部１０２（図１２参照）から離れるに従って、即ち、図面の右方向に向かってねじ山
の高さｂ１″，ｂ２″及びｂ３″が次第に低くなるように形成されている。
【００３９】
尚、図１６に示した例においては、遷移部１４０の側面に形成されたねじ山１４２の頂を
連ねて得られる線Ｌ３が曲線となるようにしたものであるが、図１５に示した例と同様に
、遷移部１４０の側面に形成されたねじ山１４２の頂を連ねて得られる線が直線となるよ
うに形成してもよい。
【００４０】
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上述した図１４、図１５及び図１６に示したように、遷移部１４０のねじ山１４２の形状
は、第１の定径円柱状部１２０のねじ山１２２のような完全ねじ山の山頂を所定の高さだ
け切り取った形状である。このように山頂を切り取った形状としたことにより、遷移部１
４０のねじ山１４２の断面における山の頂の長さは、完全ねじ山のものよりも長くなる。
【００４１】
尚、本発明によるボルトは、ねじが形成されていないブランクを準備し、そのブランクを
転造することにより製造することができる。ここで、遷移部１４０に対応するブランクの
部分の形状と、転造具の形状とを適当に変更することにより、図１４、図１５又は図１６
に示したボルトを製造することができる。
【００４２】
第１の定径円柱状部１２０の側面に形成されたねじ山１２２のつる巻き線と、遷移部１４
０に形成されたねじ山１４２のつる巻き線と、を図１７に示す。本明細書において、つる
巻き線とは、軸方向移動と軸線の周りの回転角の比が、一定であるような点が描く軌跡を
示す線である。尚、図１７においては、第１の定径円柱状部１２０の側面に形成されたね
じ山１２２のつる巻き線を破線Ｈ１で示し、遷移部１４０に形成されたねじ山１４２のつ
る巻き線を一点鎖線Ｈ２で示した。また、図１７は、第１の定径円柱状部１２０の先端１
２４の近傍におけるつる巻き線Ｈ１とつる巻き線Ｈ２とを示し、その他の領域におけるつ
る巻き線については省略して示した。
【００４３】
図１７に示した例においては、第１の定径円柱状部１２０の側面に形成されたねじ１２２
の谷底に沿って結んだ線と、遷移部１４０の側面に形成されたねじ１４２の谷底に沿って
結んだ線と、をつる巻き線の一態様として示した。図１７に示す点１２６において、つる
巻き線Ｈ１とつる巻き線Ｈ２とが連続するように、ねじ山１２２とねじ山１４２とは形成
されている。
【００４４】
また、第１の定径円柱状部１２０の側面に形成されたねじ山１２２のつる巻き線を延長し
て、遷移部１４０の側面と円柱状接続部１６０の側面とにわたってねじ山を形成したと仮
定して得られる仮想つる巻き線と、第２の定径円柱状部１８０に形成されたねじ山１８２
のつる巻き線と、を図１８に示す。
【００４５】
尚、図１８においては、第１の定径円柱状部１２０の側面に形成されたねじ山１２２の谷
底に沿って結んだつる巻き線を延長して、遷移部１４０の側面と円柱状接続部１６０の側
面とにわたってねじ山を形成したと仮定して得られる仮想つる巻き線を破線Ｈ３で示し、
第２の定径円柱状部１８０に形成されたねじ山１８２の谷底に沿って結んだつる巻き線を
二点鎖線Ｈ４で示した。本発明によるボルトにおいては、図１８の太実線で囲まれた領域
１６６で示すように、仮想つる巻き線Ｈ３とつる巻き線Ｈ４とが連続しないように、ねじ
山１４２とねじ山１８２とは形成されているが、連続するように形成してもよい。
【００４６】
上述した第６の実施態様のボルトを、ナット等の雌ねじが形成された部材に螺入した際に
は、上述した図５と同様にねじ山の噛み込みを防止することができる。更に、上述した図
６と同様にボルト１００の姿勢を適切なものにすることができ、ボルト１００のナット２
６０への螺合作業を容易にすることができる。
【００４７】
尚、上述したボルトの第６の実施形態における遷移部及び第２の定径円柱状部の各々は、
ボルトの第１の実施形態～第５の実施形態における傾斜部及び定径柱状部に対応する。
【００４８】
本発明によるナットの第１の実施形態を図１９に示す。このナットには、ねじ孔２０が形
成されている。ねじ孔２０の開口部２１の近傍には、直線状に面取りされたテーパ状の変
径部２２が形成されている。この変径部２２は、ねじ孔の開口部２１から離れるに従って
内径が次第に小さくなり、変径部２２には、所定のピッチのねじ山２３が形成されている
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。また、ねじ孔２０は、変径部２２に隣接しかつ所定のピッチのねじ山８が形成されかつ
略一定の内径を有する定径ねじ山部２５を含む。
【００４９】
上述した変径部２２に形成されたねじ山２３は、ねじ山２３の頂の軸方向に沿った長さが
、定径ねじ山部２５に形成されたねじ山８の頂の軸方向に沿った長さよりも長くなるよう
に形成されている。
【００５０】
本発明による第２の実施形態のナットを図２０に示す。
ねじ孔２０の開口部２１の近傍には、若干凸状に内側に膨らんだ円弧状に面取りされた変
径部２４が形成されている。この変径部２４は、ねじ孔の開口部２１から離れるに従って
内径が次第に小さくなり、変径部２４には、所定のピッチのねじ山２６が形成されている
。また、ねじ孔２０は、変径部２４に隣接しかつ所定のピッチのねじ山８が形成されかつ
略一定の内径を有する定径ねじ山部２５を含む。上述した変径部２４に形成されたねじ山
２６は、ねじ山２６の頂の軸方向に沿った長さが、定径ねじ山部２５に形成されたねじ山
８の頂の軸方向に沿った長さよりも長くなるように形成されている。
【００５１】
尚、図１９及び図２０に示したナットでは、ナットの開口部の双方に変径部が形成されて
いるが、ボルトが挿入される一方の開口部のみに変径部を形成してもよい。
【００５２】
図１９及び図２０に示したナットにボルトを挿入する際に、図２１に示すように、ナット
に対してボルトが斜めに挿入されたときにも、変径部２４のねじ山２３又は２６は、ボル
トの不完全ねじ山９との噛み付きや焼付きを防止することができ、ナットに対してボルト
が斜めに挿入された状態でボルトの締め付けを行っても、ボルトの姿勢を適切な姿勢にし
て、ボルトをナットを的確に螺合させることができる。
【００５３】
【発明の効果】
ボルトの軸線とナットの軸線とが一致しない状態で、ボルトをナットに螺入する際におい
ても、遷移部に形成されたねじ山がナットのねじ山との噛み込みを防止することができる
。また、第２の定径円柱状部に形成されたねじ山によりナットに対してボルトの姿勢を適
切にすることができる。更に、ボルトの姿勢が適切になるので、ボルトの螺合作業を容易
にすることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明によるボルトの第１の実施形態を示す正面図である。
【図２】図１のボルトの部分拡大図である。
【図３】本発明によるボルトの第２の実施形態を示す正面図である。
【図４】図３のボルトの部分拡大図である。
【図５】変形ねじ山と不完全ねじ山との噛み合い状態の説明図である。
【図６】本発明によるボルトがナットに対して斜めに挿入された状態を示す部分断面図で
ある。
【図７】本発明によるボルトの第３の実施形態を示す図である。
【図８】本発明によるボルトの第４の実施形態を示す図である。
【図９】従来のボルトの先端部及びナットの入口部の部分断面図である。
【図１０】ボルトとナットの不完全ねじ山同士の噛み合い状態の説明図である。
【図１１】本発明によるボルトの第５の実施形態を示す図である。
【図１２】本発明によるボルトの第６の実施形態を示す図である。
【図１３】図１２に示したボルトの軸部を示す部分拡大図である。
【図１４】図１２に示したボルトの遷移部が円弧状であるときの軸部を示す拡大断面図で
ある。
【図１５】図１２に示したボルトの遷移部が直線状であるときの軸部を示す拡大断面図で
ある。
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【図１６】図１２に示したボルトの他の態様の遷移部を示す部分拡大図である。
【図１７】図１２に示したボルトの第１のつる巻き線を示す正面図である。
【図１８】図１２に示したボルトの第１のつる巻き線と第２のつる巻き線とを示す正面図
である。
【図１９】本発明によるナットの第１の実施形態を示す断面図である。
【図２０】本発明によるナットの第２の実施形態を示す断面図である。
【図２１】ボルトが本発明によるナットに対して斜めに挿入された状態を示す部分断面図
である。
【符号の説明】
１　ねじ山
２　ボルト軸部
３　傾斜部
４　定径柱状部
５　完全ねじ山
６　先端テーパ部
７　雌ねじ
８　ねじ山
９　不完全ねじ山
１０　不完全ねじ山
１１　テーパ状の傾斜部
１２　定径柱状部
１３　変形ねじ山
１４　円弧状の傾斜部
１５　ねじ溝
１６　完全ねじ山
１７　螺旋状の凸条部
１８　変形ねじ山
１９　定径柱状部
２０　ねじ孔
２１　ねじ孔の開口部
２２　テーパ状の変径部
２３　ねじ山
２４　円弧状の変径部
２５　定径ねじ山部
２６　ねじ山
２７　ねじ溝
２８　定径柱状部
１００　ボルト
１０２　頭部
１０４　軸部
１２０　第１の定径円柱状部
１４０　遷移部
１６０　円柱状接続部
１８０　第２の定径円柱状部
Ｈ１　第１のつる巻き線
Ｈ２　遷移部の側面に形成されたねじ山のつる巻き線
Ｈ３　仮想つる巻き線
Ｈ４　第２のつる巻き線
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